
（２）　水稲優良品種候補「空育１１１号」について
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良質な優良品種を開発するため「キタヒカリ×巴まさり」のＦ　を母、「空盲99号」を父として交配し
た雑種後代、約２万僧体の中から、特性検定１）、生産力検定２）、ならびに地域適応性検定試験３）を
実施して本系統を選抜固定した。
　本系統の玄米品質と食味は「イシカリ」、「ともゆたか」より明らかに良く「キタヒカリ」並であ
る。また、出穂期`成熟期は、上記品種よりも早い早生で、耐冷性４）はやや強である。

　しかし、いもち病耐病性が「イシカリ」よりや、弱い欠点があり、また収量も「ともゆたか1より少な
い。
　以上の特性から、道央1空知・石狩・後志・胆振・上川・留萌)で「イシカワ」、「ともゆたか」にお
きかえて普及することにより、「キタヒカリ」とともに道産米の良質化に貢献したい。
　なお、本系統は、早生の晩であるが低温年には出穂がおくれ易い性質があるので、①　中苗以上の苗
を用い、植付は標準密度125株/㎡)とする。また、いもち耐病性と拝賀が「イシカリ」にやや劣るの
で、②　各地の施肥基準を守り、適期防除に留意する。

品種名
出穂期
月・日

収量
kg/10a

収量比
％

検査等級 食味
アミログラム

最高粘度
B.U

アミロース
含量比

％

障害型
耐冷性

いもち病
耐病性

空育１１１号 ８．６ ４８６ ９６ ２上 上下 ４３５ ９７ や強 中

しおかり ８．８ ５０７ １００ ３上 中上 ３２６ １０６ や強 や強

はやこがね ８．７ ５３８ １０６ ３上 中上 ３６２ １０６ や強 中～や強

イシカリ ８．１１ ４７７ ９４ ２下 上下 ３９８ １００ 中～や強 や弱

１） 特性検定試験（品質、食味特性、耐病性、耐冷性などの検定を行い選抜の参考にする）
は、５２年から６年間実施。

２） 生産力検定試験（収量、出穂期、千粒重などを既存品種と比較し、選抜の参考にする）は
５３年から５年間実施。

３） 現地適応試験（奨励品種決定調査）は、試験機関で５５～５７年に４カ所で実施、委託農
家では５６～５７年に空知１０、石狩４、後志４、胆振２、上川９、留萌２、系３１カ所
で実施。

４） 障害型耐冷性、特性検定試験として実施、冷水、気象箱を使用。
５） 表の出穂期、収量、検定等級、アミロース含量比、アミログラフは、５５～５７年の平均

値、いもち耐病性、障害型耐冷性は、５３～５７年の検定結果。
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